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1. 背景・目的 

コンクリートはセメントと水が水和反応し、硬化

して強度を発現する。十分な強度、耐久性や水密性

を向上させるためには、コンクリート表層部の水分

の逸散を防ぎ、湿潤状態に保つ養生が重要となる。 

コンクリート標準示方書にはセメント種類と施工

時の温度によって湿潤養生期間の標準が記載され

ているが施工環境、養生環境条件によってコンクリ

ートの乾燥状態は異なる。しかし実構造物において

乾燥状態の把握は困難であるため、水分の影響を大

きく受けることが知られている電気抵抗値を用い

てコンクリート内の水分状況を把握することがで

きることが知られている。そこで本研究では異なる

養生方法および、養生期間中の環境変化におけるコ

ンクリート表層付近の電気抵抗変化を測定し、コン

クリート表層付近の乾燥状態を電気抵抗を用いて

定量的に把握することを目的とした。 

 

2. 試験概要 

 コンクリートの計画配合は表 1 に示すように普

通ポルトランドセメント(N)と 50％置換の高炉セ

メント B 種(BB)を使用した。四電極概要図および

全体図を図 1、2に示す。供試体は 100×100×400mm

の角柱供試体を用いて四電極法により供試体表層

付近における電気抵抗値を測定した。電極は表層か

ら 30mm、電極間隔 40mm、通電長さ 2mm とし電極

面以外の面はアルミテープで覆い電極面の養生環

境にのみ影響を受けるようにした。   

2.1 養生の定量評価 

異なる養生方法による電気抵抗と質量変化の把

握を目的とし表 2 に示すような供試体の養生方法

を設けた。供試体は翌日脱型を行い脱型後は各条件

で養生を行った。また、含浸材を塗布した供試体は

脱型した後に 20℃ RH60％環境下に材齢 5 日まで置

き,含浸剤塗布を行った。また、質量変化も把握す

るため電気抵抗値の測定と共に質量の測定も行っ

た。 

表 1 コンクリートの計画配合表

W C BFS S G

N 318 - 851 960
BB 159 159 845 954

セメント
種類

W/C
(％)

s/a
(％)

単位量(kg/m3)

55 48 175  

 

図 1 四電極概要図 
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図 2 供試体全体図 

 

表 2 養生方法 

養生種類 ・・・ 5日 ・・・ ２８日

RH60％
RH80％

含浸剤 含浸剤塗布
塗膜剤 塗膜剤塗布

型枠存置
水中

打設 脱型
気中(20℃ 60％)

気中(20℃ RH60％)

1日
気中(20℃ RH60％)

RH80％養生

型枠存置

水中養生

気中(20℃ 60％)

 
 

3. 結果・考察 

3.1 養生の定量評価 

(1) 電気抵抗値と経過時間の関係 

図 3、4に養生方法の異なる供試体の経過時間と 
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図 3 経過時間と電気抵抗値(N) 

 

 

図 5 電気抵抗値と質量変化率の関係(N) 

 

電気抵抗の関係を示す。RH60%,RH80%は経過時間

と共に電気抵抗値が増加したのに対し、水中、型枠

存置においては急激な電気抵抗値の増加はみられな

かった。N において含浸剤の塗布前後に急激な変化

がなく RH60%と同等の電気抵抗値になることより

表層 3cm においては養生の影響は受けにくいといえ

る。BB においては養生環境の違いによって電気抵抗

値の違いが顕著に現れた。水中、型枠存置、封緘と

比べ RH60%,RH80%養生の電気抵抗値は大きくなっ

ており電気抵抗を用いて表層付近の各養生状態にお

ける乾燥状態の差を捉えることができる。 

BBにおける含浸剤では5日に塗布した後はRH60％

と同様の電気抵抗値にならず、急激な電気抵抗値の

上昇はみられなかった。また,RH60%,RH80%と含浸

剤の結果よりBBにおいて表層 3cmでは養生方法の

相違が打ち込み後 10 日目以降から現れる。また、

今回の実験で塗膜剤と含浸剤の効果も電気抵抗に

よって測定,評価することができた。 

(2) 電気抵抗値と質量変化率の関係 

図 5、6 に N および BB の電気抵抗値と質量変化

率の関係を示す。N,BB において、質量変化に応じ 

 

図 4 経過時間と電気抵抗値(BB) 

 

 

図 6 電気抵抗値と質量変化率の関係(BB) 

 

て電気抵抗値が増加することがわかった。N、BB

共に若材齢での質量変化が大きく材齢の経過にと

もなって質量変化は穏やかになる。RH60%において

BBはNと比較して電気抵抗値,質量変化共に大きく

なりNに比べBBの方が乾燥の影響を受けやすいこ

とが確認できた。また、水中、封緘養生を除いた場

合、ほぼ同一曲線上に電気抵抗値と質量変化率との

関係が存在する。以上のことより電気抵抗値と質量

変化率との間には相関関係がみられた。よって電気

抵抗値を測定することで質量変化率、つまりはコン

クリート中の乾燥状態を推定できる可能性が示唆

された。 

 

4. まとめ 

 本研究で得られた成果を以下に示す。 

1)電気抵抗値は養生環境の影響を受け、養生環境に

よって電気抵抗値の上昇率は異なる。特に BB は

N に比べ養生環境の違いが電気抵抗値に顕著に

表れる。 

2)電気抵抗値と質量変化率に相関関係があり電気

抵抗値で質量変化率を推定できる可能性がある。 
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